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広報かわちながの 2020 年（令和 2 年）６月号

命
を
守
る
た
め
に

今
で
き
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、

人
と
の
接
触
を
減
ら
し
、
手
洗
い
や
消
毒
、
マ
ス
ク
な
ど
の
予
防
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
改
め
て
関
係
者
な
ど
に
現
状
を
お
聞
き
し
、
関
連
情
報
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
す
ぐ
に
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

引
き
続
き
、
予
防
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
給
付
金
な
ど
の
支
援
情
報
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

感染症対策で重要な役割を担う

富田林保健所に
現状などを聞きました
※このインタビューは５月１日に行われたものです。

富田林保健所長　永井仁美さん

―
南
河
内
の
感
染
状
況
は
？

　
府
内
で
は
感
染
者
が
最
も
少
な

い
地
域
で
す
。
集
団
感
染
と
な
っ

た
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
へ
の
出
入

り
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
の

帰
国
者
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
幸
い
に
も
院
内
感
染
や

施
設
内
感
染
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

病
院
や
施
設
の
み
な
さ
ん
が
必
死

に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

―
保
健
所
に
は
ど
ん
な
役
割
が
？

　
現
在
、
全
国
の
保
健
所
に
新
型

コ
ロ
ナ
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
が
置

か
れ
、
相
談
や
検
査
対
応
、
入
院

調
整
、
検
体
や
患
者
の
搬
送
、
濃

厚
接
触
者
の
健
康
観
察
な
ど
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
保
健
所
で
は
、
感
染
症
担
当

の
５
人
を
中
心
に
府
の
他
部
署
か

ら
も
応
援
を
受
け
、
全
職
員
50
数

人
で
総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

―
相
談
対
応
は
？

　
４
月
中
旬
は
１
日
１
５
０
件
を

超
え
て
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で

し
た
が
、
５
月
１
日
現
在
で
は
40

数
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
不
安
を
訴
え
る
も

の
か
ら
、
発
熱
や
咳
が
あ
る
と
い

っ
た
症
状
に
関
す
る
こ
と
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査（
感
染
症
の
遺
伝
子
検
査
）

の
こ
と
な
ど
様
々
で
す
。

―
誰
で
も
検
査
で
き
ま
す
か
？

　
医
師
の
診
察
の
結
果
、
感
染
が

疑
わ
れ
た
場
合
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
い
ま
す
。
検
査
結
果
が
す
べ

て
陰
性
だ
っ
た
日
は
、
執
務
室
内

に
拍
手
が
起
こ
る
こ
と
も
。

　
南
河
内
の
医
師
会
の
積
極
的
な

協
力
の
お
か
げ
で
、
５
月
か
ら
検

査
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
の
で
、今

後
は
検
査
数
を
増
や
し
安
心
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
状
況
で
、
患

者
と
向
き
合
う
医
療
機
関
が
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
健
所
は

携
帯
電
話
を
交
代
で
持
ち
帰
る
な

ど
24
時
間
体
制
な
の
で
、
深
夜
に

救
急
隊
か
ら
電
話
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
救
急
車
で
２
時
間

以
上
、
搬
送
先
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
事
例
も
あ
り
、
医
療
崩
壊
の

一
歩
手
前
と
い
う
危
機
感
を
持
っ

て
い
ま
す
。

―
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
は
？

　
何
よ
り
、
医
療
が
必
要
な
方
を

適
切
な
医
療
機
関
に
ス
ム
ー
ズ
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。

　
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ

に
受
け
入
れ
可
能
な
医
療
機
関
を

探
し
、
準
備
を
整
え
て
入
院
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
陽
性
者
の

行
動
歴
を
詳
し
く
お
聞
き
し
、
状

況
や
時
間
な
ど
を
分
析
の
う
え
で

濃
厚
接
触
者
を
特
定
。
電
話
な
ど

で
連
絡
し
、
一
定
期
間
の
健
康
観

察
を
行
い
ま
す
。

―
濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応
は
？

　
観
察
期
間
中
は
外
出
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
朝
夕
の
体
温
と
体
調

変
化
は
な
い
か
な
ど
を
電
話
や
専

用
ア
プ
リ
で
確
認
し
て
い
ま
す
。家

族
と
も
部
屋
を
分
け
る
な
ど
し
て

接
触
を
避
け
、
勤
め
先
に
も
相
談

し
て
い
た
だ
い
て
在
宅
勤
務
な
ど

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

―
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

　
陽
性
者
と
そ
の
家
族
は
大
変
つ
ら

い
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
健
所

や
厚
生
労
働
省
が
適
切
に
接
触
者

の
把
握
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
個

人
を
特
定
し
よ
う
と
聞
い
て
回
っ
た

り
、感
染
者
を
非
難
す
る
よ
う
な
行

為
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
配
慮
あ

る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
れ
違
い
程
度
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
。
街
の
空
気
が
汚
染

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

報
道
に
踊
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

　
過
剰
に
恐
れ
て
自
宅
に
こ
も
っ

て
ば
か
り
に
な
ら
ず
、
散
歩
な
ど
、

集
団
で
は
な
い
一
人
で
で
き
る
運

動
で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
永
井
所
長
は
最
後
に
、「
あ
と
ひ

と
頑
張
り
、
予
防
策
の
継
続
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て
話
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
最
前
線
で
戦
う
現
場
の

声
を
聞
き
、
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
冷
静
な
行
動
が
感

染
拡
大
を
防
ぐ
鍵
と
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

特
集
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
と
も
な
う
取
り
組
み
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引
き
続
き
、
不
要
不
急
の
外
出

を
自
粛
し
、「
３
つ
の
密
」
を
避
け
、

人
と
の
距
離
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
＝
社
会
的
距
離
）
を
と

っ
て
、
他
人
に
感
染
さ
せ
な
い
こ

と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

❶
こ
ま
め
に
手
洗
い

　
せ
っ
け
ん
で
約
30
秒
の
手
洗
い

を
。
で
き
な
い
時
は
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
を
忘
れ
ず
に
。
洗
っ
て
い
な

い
手
で
目
や
鼻
、
口
な
ど
を
触
れ

な
い
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❷
マ
ス
ク
を
つ
け
る

　
外
出
や
会
話
の
際
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
家
の
中
で
も
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

❸
換
気
す
る

　
家
や
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
風
の
流

れ
が
で
き
る
よ
う
、
２
方
向
の
窓

を
数
分
間
程
度
、
全
開
に
。
毎
時

２
回
以
上
が
理
想
で
す
。

予防対策
の

おさらい

❹
手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒　

　
物
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
し

ば
ら
く
生
存
し
ま
す
。
ド
ア
の
ノ

ブ
な
ど
共
有
部
分
は
、
薄
め
た
市

販
の
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
で
拭

き
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

❺
買
い
物
は
少
人
数
で

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
は
、
空
い
て
い

る
時
間
に
少
人
数
で
行
き
、
入
店

前
後
は
手
指
の
消
毒
を
。
過
度
な

買
い
だ
め
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

❻
ご
み
捨
て
時
も
注
意

　
自
身
や
家
族
、
ご
み
収
集
を
す

る
作
業
員
が
感
染
す
る
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
、
ご
み
に
直
接
触
れ

な
い
、
ご
み
袋
は
し
っ
か
り
と
口

を
縛
っ
て
封
を
し
、
ご
み
を
捨
て

た
後
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　私たちの法人では、約２年前に市役所１階に食
堂 OnKiTCHEN（オンキッチン）をオープンし
ました。一般の飲食店とは違い、障がいを持つ方
がスタッフとして働いており、老若男女様々な人
が交流できる拠点を目指しています。しかし、感
染予防のため、３月末からは食堂を閉めてお弁当
のテイクアウト販売に限定しています。
　この前、お弁当を購入いただいたお客様から、

「ありがとう」のメッセージカードが店のドアに
挟まっていたことがありスタッフ全員が元気をも
らうことができました。少しでも前向きにがん
ばっていきたいです。今後は様々な人が交流でき
るイベントなども計画しています。今はしんどい
時期ですが、みんなでこれ
を乗り越えて、障がいの
あるなしに関わらず、
たくさんの人が
集まる温もりの
ある食堂を再開し
たいです。

食堂オンキッチン 社会福祉法人ぬくもり
鬼

き

頭
と う

大助さん

あったかい交流が続く未来を

尾
お

羽
ば

根
ね

 梨
り

琴
こ

さん

留学先のハンガリーから
帰国して感じたこと

　私は昨年夏からハンガリーに留学していました
が、３月の初旬に大使館から「首都ブダペストで
旅行中の日本人観光客 15 人に新型コロナウイル
ス感染の疑いがあり隔離されている ｣ と突然メー
ルが届きました。当時の私は、インフルエンザみ
たいなものだろうと軽く考えていました。しかし
数日後には、学校や英会話教室、公共施設などが
閉められ、電車もほぼ止まってしまいました。街
はロックダウン状態となり、スーパーも午前中は
65 歳以上だけしか入店できないように…。
　不安と恐怖を感じましたが、エージェントを通
じて速やかな帰国を促され、ハンガリーでの楽し
い生活を続けたい気持ちを抑えながら、３月下旬
には帰国となりました。
　大阪に戻り、２週間の自宅待機をしていました
が、意外にも街は人で賑わっているようで、「な
ぜこんなにも余裕があるの？」と心配でした。そ
の後は、日本の状況も変わり欧米ほどの感染拡大
には至っていないことにほっとしています。感染
症は自分のことだけでは済みません。私も気を緩
めず、今後も感染拡大防止に努めたいと思います。

聞いてみた
まちの声

　外出自粛や休業などが続く中、生活不安・ストレスで、
配偶者などからの暴力（DV）の増加や深刻化が懸念されて
います。内閣府では DV 相談体制を強化し、新たな窓口を
開始しましたので、専門の相談員にご相談ください。
●ＤＶ相談 ＋

プラス

☎ 0120-279-889（つなぐ・はやく）（24 時間対応）
※メールや SNS でも相談ができます▷詳細は内閣府ホーム
ページ「DV 相談 +」で検索を。
●下記でも電話相談を受け付けています
・府女性相談センター☎ 06-6946-7890
・富田林子ども家庭センター☎ 25-2065
・女性の人権ホットライン（法務局）☎ 0570-070-810
・女性のための相談（男女共同参画センター）☎ 54-0003
※警察でも DV に関する相談を受けています▷専用電話

「＃ 9110」をご利用ください▷緊急の対応を必要とする場
合には、ためらわずに 110 番通報してください。
�人権推進課

ひとりで悩まずご相談ください
●育児相談
　子育てについて、心配ごとや困ったことはあ
りませんか？あいっくは臨時閉館していますが
(5 月末までを予定 ) 電話での相談は受け付けて
います。気軽にご相談ください。
●子ども・子育て総合センターあいっく
育児相談　☎ 0721-50-4664

●虐待かもと思ったら
子育てが辛くてつい子どもにあたってしまう、近
くに子育てに悩んでいる人がいる場合は相談を。
●こども相

そ う

談
だ ん

もし、困
こ ま

ってることや、我
が

慢
ま ん

していることを
家

か

族
ぞ く

に言
い

えないときは、電
で ん

話
わ

してください。
●市

し

役
や く

所
し ょ

子
こ

ども子
こ

育
そ だ

て課
か

 ☎ 0721-53-1111
●児

じ

童
ど う

相
そ う

談
だ ん

所
じ ょ

虐
ぎゃく

待
た い

対
た い

応
お う

ダイヤル ☎189（24時
じ

間
か ん

受
う け

付
つ け

）

企業や団体から寄贈・ご協力いただきました

●松本工務店のご協力で市庁舎窓口などに飛沫防止シート設置（写真❶）
●株式会社せいきからマスク寄贈（４月 16 日写真❷）
●株式会社慶・拓新国際株式会社からマスク寄贈（４月 20 日写真❸）
●株式会社 Ares から次亜塩素酸水寄贈（４月 24 日写真❹）
●株式会社 KODAMA からマスク寄贈（４月 27 日）
●株式会社 HEAVEN Japan から次亜塩素酸粉末剤寄贈（４月 27 日）
●河内長野だんじり４地区連絡会から消毒用スプレー寄贈（４月 27 日）
●岩田工業からマスク寄贈（４月 28 日）
●とりぞうからマスク寄贈（4 月 30 日）

市内の企業や団体から様々な地域貢献があり、感謝状を贈呈しました。
このほか、様々なご協力・ご支援の申し出が寄せられています。

市庁舎や学校、福祉の現場などで活用させていただきます。ありがとうございます。

スタッフお手製のメッセージ
カードが添えられた、油の使用
を控えたヘルシーなお弁当。

❶

❸❷ ❹

６月１日㈪～７月１日㈬は
家庭のもえるごみはシール貼付不要

　外出自粛が続き、家庭ごみの量が増加し
ていることから、生活支援対策として上記
期間中、シール貼付は不要です。ごみの分
別区分、収集日は従来どおりです。
※もえないごみ・粗大ごみ・事業系ごみは対象外です。
�環境衛生課

新型コロナウイルス感染拡大防止にともなう取り組み特集
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●中小企業や個人事業主（フリーランス含む）を支援
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業
者などに支援金を交付します。
対象　大阪府休業要請支援金の交付を受けてい
ない事業者で、令和元年 12 月 31 日時点で本
市に主たる事業所を有し、売上高が平成 31 年
４月と令和２年４月を比較して 50％以上減少し
ている法人または個人
※府の休業要請に従わない事業者は対象外です。
交付額　法人＝ 25 万円、個人事業主（フリーラ
ンス含む）＝ 10 万円
申請方法　６月 19 日までに市ホームページから
申請し必要書類を下記へ郵送
※先着順ではありません▷詳細は市
ホームページをご確認ください。
�産業観光課

　令和２年４月分の児童手当（特例給付は除く）の受給者に
支給します。対象児童は、３月 31 日までに生まれた児童で、
３月まで中学生だった児童も含みます。
●支給金額は対象児童１人につき１万円
　申請は不要です。ただし、公務員は所属庁が支給対象者
であると証明した申請書により、本人が令和２年３月 31 日
時点の居住市町村に申請してください。
�子ども子育て課

納税が困難な人への猶予（特例）制度
　新型コロナウイルス感染症の影響で、市税の納税が困難な場
合は、申請に基づき、原則として１年以内に限り納税の猶予（特例）
を受けることができます。詳細は下記へお問い合わせください。
�税務課

国民年金保険料の免除などの臨時特例措置
　新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年２月以降の
所得が相当程度減少する見込みの場合は、国民年金保険料の
全額免除・納付猶予・一部免除・学生納付特例の手続きがで
きます。
対象　令和２年２月分以降の国民年金保険料
※詳細は日本年金機構のホームページをご覧ください。
�天王寺年金事務所（☎ 06-6772-7531）または市民窓口課

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の減免
　新型コロナウイルス感染症に感染して死亡された場合や、
影響で収入が減少して保険料の納付が困難になった場合は、
申請に基づき、保険料を減免できる制度があります。詳細は
下記へお問い合わせください。
�保険医療課

納付相談
●国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・介護保険料
　新型コロナウイルス感染症の影響で、各保険料の納付期限
までの納付が困難な場合は、納付相談を受け付けています。
詳細は下記へお問い合わせください。
�保険医療課または介護保険課

税・保険料の納付猶予や減免など

給付金詐欺や、その他コロナ関連詐欺が増えています
個人情報・通帳・キャッシュカード・暗証番号の詐

さ

取
し ゅ

にご注意ください
　特別定額給付金に関して、市や総務省などが現金自動預払機（ ATM ）
の操作をお願いすることは絶対にありません。また、給付のために手数
料の振込を求めることもありません。
　自宅や職場などに市区町村や総務省などをかたった電話がかかって
きたり、郵便、メールが届いたら、市役所や警察署にご連絡ください。

●自動通話録音装置を無料で貸し出し
　市では、高齢者世帯に自動通話録音装置を無償で貸
し出しています。電話回線と電話機の間に接続するだ
けで簡単に設置でき、警告メッセージが流れて会話内
容を自動で録音します。申込方法を簡素化しましたの
で、希望者は下記へお問い合わせください。
�危機管理課

●消費者ホットライン１８８
　「悪質商法による被害にあった」「あ
る製品を使ってけがをしてしまった」
などの消費者トラブルや、「コロナウ
イルスが水道水に混ざっている可能
性があり調査に行くので住所を教え
てほしい」、「心あたりのないマスク
が宅急便で届く」などの新型コロナ
ウイルス感染症に関連したトラブル
も多くあります。一人で悩まず下記
へご相談ください。
　専門の相談員が対応し、トラブル
解決を支援します。

事業者などへの支援金

傷病手当金

子育て世帯への臨時特別給付金を支給

特別定額給付金

水道料金（ 基本料金）を5 割減額

●簡素な仕組みで迅速に
　5 月に、市から世帯主宛に申請書を郵送
しています。まだ手続きがお済みでない人
は忘れずに申請してください。
給付対象　4 月 27 日現在で本市の住民基
本台帳に記録されている人
給付額　1 人につき 10 万円
申請方法　申請書の郵送またはオンライン
による申請
※オンライン申請をする場合はマイナン
バーカードが必要です▷原則として世帯主
名義の銀行口座へ振り込みます。

● 配偶者やその他親族からの暴力などを理由に避難している人は
　事情により 4 月 27 日以前に本市に住民票を移していない人
で、次の①～③のいずれかに該当する場合は、手続きをすれば、
世帯主でなくても同伴者の分を含めて給付金を受け取ることが
できます。
対象　①配偶者暴力防止法に基づく保護命令を受けている人、
②婦人相談所からの証明書や配偶者暴力対応機関などの確認書
が発行されている人、③ 4 月 28 日以降に住民票を本市に移し
住民基本台帳の閲覧制限等の支援措置の対象となっている人
申請方法　市ホームページに掲載している申出書と
必要書類を下記へ郵送▷別途左記の給付申請が必要
※詳細は市ホームページでご確認ください。
�特別定額給付金チーム

　経済状況をふまえ、6 月検針分（4 月～ 5 月の使用分）か
ら４か月間、水道基本料金を５割減額します（申請は不要）。
　例えば、一般家庭（ 口径 25 ㍉以下 ）で基本料金（税抜き）
が 1310 円から 655 円になり、32 ㎥使用した場合で水道料
金（税抜き）が 4066 円から 3411 円に減額されます。
�経営総務課

国民健康保険・後期高齢者医療
　新型コロナウイルス感染症に感染または
感染の疑いがある時に休みやすい環境を整
備することで感染拡大を防ぐため、市国民健
康保険または後期高齢者医療の被保険者の
うち、次の①～③すべてに該当する人に傷病
手当金を支給します。
対象　①勤務先から給与などの支払いを受
けている人、②本人が同感染症に感染または
感染の疑いがあり療養のために勤務できず、
その期間が連続した 3 日間を含み 4 日以上
ある人、③勤務できなかった期間について給
与などの全部または一部が支給されない人
支給額　直近の継続した３か月間の合計給
与額を就労日数で除した金額×３分の２×
支給対象となる日数
※傷病手当金より給与などが少ない場合に
はその差額を支給します▷１日あたりの支
給額には上限があります。
支給対象となる日数　勤務できなくなった
日から連続した 3 日間を経過した日（4 日目）
以降で、勤務を予定していた日数
適用期間　傷病手当金の支給を開始する日
が１月１日～９月 30 日
申請方法　市ホームページに掲載している申請
書、医師の意見書や事業主の証明書などを市へ郵送
※詳細は下記へお問い合わせください。
�保険医療課

地域経済や市民生活を支える
納付猶予や減免、給付金など

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、
市税の納付猶予、保険料の減免、水道料金の減額などを行います。

また、給付金や支援金の受付を開始しています。
感染防止の観点から、手続きはできるだけ郵送をお願いします。

※５月14日時点の情報です。

警察相談専用電話　＃9110

�消費者ホットライン 188

新型コロナウイルス感染拡大防止にともなう取り組み特集
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梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
は
、長
雨

や
集
中
豪
雨
な
ど
で
、が
け
崩
れ
や

土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
高
く
な
り
ま
す
。
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
発
生

し
た
時
に
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
し
て

十
分
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
終
息
し

て
い
な
い
間
は
、避
難
所
に
多
く
の

人
が
集
ま
る
こ
と
で
、「
密
閉
」「
密

集
」「
密
接
」
と
い
う
「
３
つ
の
密
」

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
親
族
宅
な
ど
へ
の
避
難
や
自
宅

が
安
全
な
場
合
に
は
、
無
理
に
避

難
所
に
行
か
ず
に
、
自
宅
か
ら
出

な
い
こ
と
も
避
難（
在
宅
避
難
）の

一
つ
で
す
。
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
、
あ
ら
か
じ
め
自
宅
の
危
険
性

を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
避
難
所
へ
の
避
難
が
必

要
な
場
合
で
も
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や

手
洗
い
な
ど
感
染
拡
大
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
緊
急
情
報
の

受
け
取
り
方
を
知
り
ま
し
ょ
う

●
防
災
行
政
無
線
と
災
害
テ
レ
ホ

ン
案
内

　
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
流
し
ま
す
。
し
か
し
、
天
候
や

お
住
ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
は
、聞

き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
よ
く
聞

き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
左

記
に
電
話
を
か
け
る
と
、
同
じ
内

容
を
確
認
で
き
ま
す
。

災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内

（
☎
26
・
７
６
４
０
）

●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ

ー
ル
）

　
お
持
ち
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
、
警
告
音
を
鳴
ら
し
、

市
か
ら
の
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま

す
。
市
内
に
い
る
場
合
に
は
、
便

利
で
気
づ
き
や
す
い
手
段
で
す
。

※
電
源
を
切
っ
て
い
た
り
、
圏
外

の
場
合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

●
登
録
制
の
防
災
メ
ー
ル

　
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
に
登
録

す
る
と
、
市
や
府
が
発
信
す
る
災

害
情
報
を
メ
ー
ル
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ラ

イ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
）

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
市
公
式
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
友
だ
ち
登
録
し
て
お
く
と
、

市
か
ら
の
の
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送

　
緊
急
情
報
は
、
テ
レ
ビ
の
テ
ロ

ッ
プ
で
確
認
で
き
ま
す
。ま
た
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
て
、
リ
モ

コ
ン
の
「
ｄ
」、「
デ
ー
タ
」、「
デ

ー
タ
連
動
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
た

ボ
タ
ン
を
押
す
と
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

次
の
こ
と
を
実
施
し
て
、一
人
ひ
と

り
が
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

◎
避
難
す
る
場
合
に
備
え
て
、
水

や
食
料
な
ど
を
家
庭
内
で
備
蓄
し

て
お
く
。

◎
停
電
や
夜
間
の
避
難
に
備
え
、

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備
、

点
検
を
行
う
。

◎
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
把
握
し
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
の
い
る
家
庭
で
は
安
全
な

避
難
方
法
と
具
体
的
な
行
動
を
考

え
て
お
く
。

◎
大
雨
時
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

気
象
情
報
に
注
意
し
、
避
難
勧
告

な
ど
の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た

ら
適
切
な
避
難
行
動
を
行
う
。

◎
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、

自
宅
周
辺
や
避
難
経
路
上
で
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
危
険
な
場
所
を
事
前
に

把
握
し
て
お
き
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
時
は
早
め
に
避
難
す
る
。

◎
す
で
に
外
出
す
る
こ
と
が
危
険

な
場
合
に
は
、
自
宅
の
中
で
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る（
垂
直
避
難
）。

�
危
機
管
理
課

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
閲
覧

　
府
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
き
、
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

が
あ
る
土
地
の
地
形
や
地
質
、
土

地
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

●
区
域
指
定
箇
所
の
閲
覧
は

と
こ
ろ　
市
役
所
ま
た
は
府
富
田

林
土
木
事
務
所

※
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
公
園
河
川
課
ま
た
は
府
富
田
林

土
木
事
務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

が
け
地
近
接
危
険
住
宅
の

移
転
助
成

　
が
け
地
の
崩
壊
な
ど
に
よ
り
生

命
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
区
域
の
住
宅
に
つ
い
て
、
居

住
者
の
移
転
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象　
府
が
指
定
し
た
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
内
に
指
定
さ
れ
る

以
前
に
同
区
域
内
で
建
築
さ
れ
た

住
宅

限
度
額　
①
危
険
住
宅
の
除
却
な

ど
に
要
す
る
経
費
（
１
戸
）
＝
97

万
５
０
０
０
円
、
②
危
険
住
宅
に

代
わ
る
住
宅
の
建
設
に
要
す
る
経

費
（
１
戸
）
＝
４
２
１
万
円
（
建

物
３
２
５
万
円　
土
地
96
万
円
）

※
②
は
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
の
利
子
に
相
当
す

る
額
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
細
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
公
園
河
川
課

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
災
害
時
や
緊
急
事
態
時
に
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急

情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防
災
行

政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
17
日
㈬
午
前
10
時

内
容　
①
チ
ャ
イ
ム
、
②
「
こ
ち

ら
は
、
ぼ
う
さ
い
な
が
の
し
で
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い

ま
す
」、
③
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ

ム
、
④
「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地

震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は

訓
練
放
送
で
す
」を
３
回
、
⑤
「
こ

ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
な
が
の
し
で

す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り

ま
す
」、
⑥
チ
ャ
イ
ム

�
危
機
管
理
課

梅
雨
や
台
風
に
備
え
て

災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

安
全
安
心

●耐震関連補助制度
　住宅の１室を耐震改修するシェルター設
置工事補助制度を設けています。地震への
安全性を高めるため、ぜひご利用ください。
＜耐震診断補助＞
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建
築された住宅などで、現に居住・使用さ
れているもの、またはこれから居住・使
用するもの
補助額　耐震診断費用の11分の10▷上
限額５万円 
※申請には一定の要件があります▷詳し
くは診断実施前にお問い合わせください。 
＜耐震設計・改修補助＞
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建
築された木造住宅で、現に居住・使用さ
れているもの、またはこれから居住・使
用するもので、耐震診断の結果、「倒壊す
る可能性がある」または「倒壊する可能
性が高い」と判定されたもの
対象者　建物所有者の補助金交付申請時
の市民税課税総所得金額が507万円未
満の人
対象工事　上部構造評点を高める工事や
シェルター設置工事
補助額　①設計に要する費用の10分の７
▷上限額10万円、②改修工事費・工事監
理費の10分の８▷世帯の月額所得に応じ
て上限60万円もしくは40万円、③シェル
ター設置工事について工事費用の２分の
１▷上限額20万円（設計は対象外） 

●ブロック塀等撤去補助制度
　 地震によるブロック塀などの倒壊を未然に防止し、避
難経路を確保するため、撤去費用の一部を補助します。 
対象　道路や公園などに面した高さ60 ㌢㍍以上のブ
ロック塀（レンガ造、石造、コンクリートブロック造
などの組積造で門柱も含む）で、撤去後の高さが60 ㌢
㍍未満になるもの
補助額　次の①②のいずれか少ない額の10分の８▷上
限額15万円
①撤去工事に要する費用、②撤去したブロック塀など
の面積１平方㍍あたりに１万円を乗じた額
●木造住宅除却補助制度
対象住宅　昭和56年５月31日以前に建てられた木造
住宅などで耐震性が不足し、１年以上居住しておらず
空き家のもの
対象者　建築物の所有者で、補助金交付申請時の市民
税課税総所得金額が507万円未満の人
補助額　除却工事に要する費用の２分の１▷上限額20万円
●地域の空き家を有効活用しませんか？
　 空き家を地域のコミュニティ拠点として改修し事業
を実施する団体に対し補助金を支給しています。 
受付期間　８月31日まで
活動拠点で行う事業　地域コミュニティの再生、地域
福祉活動の活性化、その他地域課題の解決
対象団体　非営利目的として拠点事業を実施する５人以
上の構成員がいる団体（行政機関による事務局等は除く）
対象建築物　本市に存する空き家であること、登記物件であ
ること、国または地方公共団体が所有する建築物でないこと
対象工事　水回り、電気ガス設備、外装、内装、バリ
アフリー改修など
補助額　補助対象費用の３分の２▷上限額100万円相 
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公　

表

　

情
報
公
開
制
度
な
ど
の

運
用
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
の
運
用
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
し
、
不
服
申

立
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■情報公開制度
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
49 人 49 通 289 件

決定などの状況
全部開示 部分開示 非開示 拒否 不存在 取下げ 計
71 件 192 件 ー ー 24 件 ２件 289 件

■個人情報保護制度
請求の状況

請求者数（延べ人数） 受理した請求書数 請求された行政文書数
25 人 25 通 104 件

決定などの状況
全部開示 部分開示 非開示 拒否 不存在 取下げ 計
74 件 13 件 ー ３件 14 件 ー 104 件

■審議会などの会議の公開制度
会議開催状況

公開の会議開催回数 傍聴者のあった会議 傍聴者数（延べ人数）
47 回 ４回 7 人

●
情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
文
書

を
閲
覧
な
ど
が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
個
人
情
報
保
護
制
度

　
自
分
自
身
の
情
報
が
ど
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。

●
会
議
の
公
開
制
度

　
審
議
会
な
ど
の
審
議
の
状
況
を

傍
聴
で
き
る
制
度
で
す
。

�
総
務
課

運
転
免
許
関
係
業
務
の
停
止
に

つ
い
て
（
5
月
14
日
時
点
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
４
月
16
日
㈭
か
ら
大

阪
府
内
の
運
転
免
許
試
験
場
お
よ
び

警
察
署
で
行
っ
て
い
る
免
許
更
新
な

ど
の
運
転
免
許
関
係
業
務
の
一
部
が

停
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
が
７
月

31
日
ま
で
の
人
は
、門
真・光
明
池
運
転

免
許
試
験
場
ま
た
は
府
内
最
寄
り
の
警

察
署
に
運
転
免
許
証
を
持
参
し
、申
請

す
る
こ
と
で
、
期
限
を
延
長
で
き
ま
す
。

期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
延
長
の
申
請
を
希
望
す
る
場
合

は
、
門
真
運
転
免
許
試
験
場
（
☎
06
・
６

９
０
８
・
９
１
２
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課

※
５
月
18
日
以
降
は
業
務
が
再
開
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最

新
の
状
況
は
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
し
く
は
警
察
へ
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
河
内
長
野
警
察
署（
☎
54・１
２
３
４
）

令
和
元
年
度
下
半
期

財
政
事
情
の
公
表

今
年
３
月
末
ま
で
の
令
和
元
年
度
予
算
の
執
行
状
況
と
、
基
金
・

市
債
・
財
産
（
土
地
・
建
物
）
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
財
政
課

■表４基金・市債の状況 ( 単位 : 千円 )
種   類 金   額 主な使い道
基  金 11,143,032 

財政調整基金 2,405,847 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,216,674 一般建設事業

減債基金 407,081 借金の返済
その他特定目的基金 6,936,535 公共施設の維持改修など

水道事業基金 176,895 用地取得・施設整備など
市  債 57,284,836 

臨時財政対策債等 18,589,386 財源不足への対応など
通常の建設地方債 10,752,549 建設事業や災害復旧など

水道事業債 4,492,906 建設改良事業費
下水道事業債 23,449,995 建設改良事業費など

※令和 2 年 3 月 31日現在の人口は 104,031人、世帯数は 47,453 世帯です。

■表２ 特別会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特 別 会 計 26,383,847 23,342,353（88.5） 26,383,847 22,596,223（85.6）
国民健康保険事業 13,236,866 11,221,132（84.8） 13,236,866 11,367,314（85.9）

土 地 取 得 119,686 89,684（74.9） 119,686 89,684（74.9）

部落有財産 7,989 7,579（94.9） 7,989 7,500（93.9）

介 護 保 険 10,933,704 9,969,044（91.2） 10,933,704 9,242,476（84.5）

後期高齢者医療 2,085,602 2,054,914（98.5） 2,085,602 1,889,249（90.6）

■表３公営企業会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
収　　入 支　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
水道事業会計
収益的収支 2,547,339 2,585,896（101.5） 2,485,686 2,357,405（94.8）
資本的収支 334,973 307,403（91.8） 825,236 741,400（89.8）

下水道事業会計
収益的収支 3,238,009 3,271,690（101.0） 3,062,447 3,021,929（98.7）
資本的収支 1,976,251 1,871,194（94.7） 3,016,033 2,868,870（95.1）

■表１ 一般会計の執行状況
費　目 予算現額 収入済額（執行率）
歳　入 37,057,835 31,742,847（85.7）

市 税 12,112,524 11,752,624（97.0）
国庫支出金 6,793,964 6,256,313（92.1）
地方交付税 6,209,930 6,609,084（106.4）
市 債 3,127,500 973,900（31.1）
府 支 出 金 3,126,296 1,918,412（61.4）
繰 入 金 1,002,482 24,224 （2.4）
使用料及び手数料 639,916 581,228（90.8）
寄 付 金 380,000 292,278（76.9）
そ の 他 3,665,223 3,334,784（91.0）

（単位 : 千円、%）
費   目 予算現額 支出済額（執行率）
歳　出 37,057,835 31,920,894（86.1）
民 生 費 16,932,617 15,743,792（93.0）
教 育 費 4,011,654 3,033,989（75.6）
総 務 費 4,009,207 2,450,209（61.1）
衛 生 費 3,516,369 3,030,274（86.2）
公 債 費 3,127,888 3,097,493（99.0）
土 木 費 2,550,984 2,239,703（87.8）
消 防 費 1,386,645 1,168,944（84.3）
農林業費 454,444 310,299（68.3）
そ の 他 1,068,027 846,191（79.2）

※
こ
れ
ら
の
数
値
は
、令
和
２
年

３
月
31
日
現
在
の
も
の
で
す
。

会
計
年
度
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

５
月
31
日
ま
で
、出
納
の
整
理
を

行
い
ま
す
の
で
、令
和
元
年
度
決

算
の
数
値
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
の
状
況

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

当
初
３
５
１
億
２
２
３
１
万
４
０

０
０
円
（
繰
越
予
算
を
含
む
）
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
19
億
３

５
５
２
万
１
０
０
０
円
を
増
額
補

正
し
、
３
７
０
億
５
７
８
３
万
５

０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担

額
（
調
定
額
）
で
は
11
万
６
４
０

３
円
、
１
世
帯
当
た
り
で
は
25
万

５
１
９
１
円
と
な
り
ま
す
。

基
金
・
市
債
・
財
産
の
状
況

　
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
、
市
の

借
金
で
あ
る
市
債
に
つ
い
て
は
、市

民
１
人
当
た
り
の
基
金
の
額
で
は

10
万
７
１
１
３
円
、
市
債
の
額
で

は
55
万
６
５
２
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
財
産
に
つ
い
て
は
、

土
地
が
２
９
１
万
８
７
３
６
平
方

㍍
、
建
物
が
26
万
８
３
７
平
方
㍍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●スプレー缶などは
　接着剤やアロマオイル、防水スプレー、ア
ウトドアで使用する燃料や消毒用アルコール
など、身近なところにある危険物は、正しい
取り扱いや保管に努めましょう。
●セルフ方式の給油は
　セルフ方式の給油取扱所では、給油手順や
設備の取り扱いを誤ると、思わぬ事故を起こ
すことがあります。正しい方法で給油し、給
油方法が分からない場合は従業員の説明を受
けましょう。
●６月７日㈰～13日㈯ は危険物安全週間
　今年は「訓練で 確かな信頼 積み重ね」をス
ローガンに、事業所へは自主的な保安体制の
確立を呼びかけ、市民には危険物に関する意
識の高揚を図ることを目的としています。
�予防課（☎53-3699）

危険物は正しく
取り扱いを

相 
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暮
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ご
利
用
を

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
が
あ
れ
ば
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
次

の
証
明
書
の
発
行
が
可
能
で
す
。

●
取
得
で
き
る
証
明
書　

　
住
民
票
の
写
し
（
本
人
・
同
一

世
帯
の
人
）、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
本
人
の
み
）、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
（
本
人
・
同
一
世
帯
の
人
）、

市
・
府
民
税
所
得
（
課
税
）
証
明

書
（
本
人
の
み
）

●
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す　
　

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト

ッ
プ
な
ど
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
）

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11

時
（
店
舗
営
業
時
間
の
み
）

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
５
月
31

日
㈰
は
終
日
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し

ま
す
。

保
険
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間

（
多
胎
妊
娠
は
３
か
月
前
か
ら
６

か
月
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す

※
妊
娠
85
日
以
上
の
死
産
、
流
産
、

早
産
の
場
合
も
含
む
。

対
象　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
人

申
込　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前

か
ら
、
年
金
手
帳
・
認
印
・
母
子

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
、
市
民
窓
口

課
へ

※
免
除
期
間
は
年
金
受
給
額
に
反

●令和２年度保険料率　　　　　　 　

医療分 後期支援分 介護分

所得割 8.27％ 2.69％ 2.66％

均等割 29,272 円 9,358 円 19,729 円

平等割 30,888 円 9,875 円 0 円

限度額 610,000 円 190,000 円 160,000 円

映
さ
れ
ま
す
▽
詳
細
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
天
王
寺
年
金
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
な
ど
を
送
付

●
令
和
２
年
度
の
保
険
料
率

　

決
定
し
た
保
険
料
率
（
下
表
）

と
加
入
者
の
令
和
元
年
中
の
所
得

な
ど
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
の

保
険
料
を
決
定
し
、
納
付
通
知
書

な
ど
を
加
入
世
帯
へ
6
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
方
法
な

ど
は
、
通
知
に
同
封
し
て
い
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
▽
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課

国
民
健
康
保
険
の
日
曜
臨
時
窓
口

●
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

　
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
や
保

険
料
の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
。

と
き　
６
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

と
こ
ろ　
市
役
所

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
医
療
課

●
有
効
期
限
に
ご
注
意
を

　
カ
ー
ド
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
、

再
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
申
請
時
点
で
未
成
年
の
場
合

　
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
申
請
日

か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
で
す
。
有

効
期
限
切
れ
と
な
る
人
に
は
、
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

か
ら
再
交
付
申
請
の
案
内
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
案
内
に
沿
っ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

②
申
請
時
点
で
成
人
の
場
合

　
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
申
請
日

か
ら
10
回
目
の
誕
生
日
で
す
が
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
で
使
う
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
５
回
目
の
誕
生
日
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
と
な
る
人
に
は
、

同
機
構
か
ら
電
子
証
明
書
更
新
の

案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
市

役
所
に
カ
ー
ド
を
持
参
し
申
請
し

て
く
だ
さ
い
（
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入

力
が
必
要
）。

●
日
曜
臨
時
窓
口
の
ご
利
用
を

　
カ
ー
ド
は
原
則
、
本
人
の
受
け

取
り
が
必
要
で
す
。
交
付
通
知
書

（
は
が
き
）が
届
い
て
い
る
人
で
平

日
の
受
け
取
り
が
困
難
な
場
合
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
②
の
電

子
証
明
書
の
更
新
も
受
け
付
け
ま

す
。

と
き　
６
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
シ
ス
テ
ム
の
停
止
状
況
や
受
け

取
り
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

6
月
は
ま
ち
づ
く
り
月
間

●
道
路
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
期
間
中
、
府
内
で
違
法
屋
外
広

告
物
を
追
放
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
主
要

幹
線
道
路
を
中
心
に
違
法
屋
外
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
環
境
美
化
や

景
観
保
全
を
進
め
る
た
め
、
次
の

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

❶
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
参
加
団
体

　
道
路
の
一
定
区
間
で
清
掃
な
ど

を
自
主
的
に
行
う
自
治
会
や
企
業

な
ど
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
と
河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全
す
る

た
め
、
府
と
連
携
し
て
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
、
次
の
区
域
の
一

部
で
、
新
た
に
下
水
道
の
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

区
域　
上
原
町
、
小
山
田
町
、
高
向
、

三
日
市
町
、
日
野
、
菊
水
町
、
木
戸
町

●
排
水
設
備
工
事
は
３
年
以
内
に

　
新
た
に
供
用
区
域
に
な
っ
た
建
物

は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に

排
水
設
備
工
事
（
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
な
ど
、

ト
イ
レ
・
風
呂
・
台
所
・
工
場
な
ど

か
ら
で
る
汚
水
・
雑
排
水
を
下
水
道

に
流
す
改
造
工
事
）
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
工
事
は
市
指
定
業
者
で

　
排
水
設
備
工
事
は
市
の
指
定
す
る

業
者
で
な
い
と
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

４
月
１
日
現
在
、
１
７
２
社
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
覧
は
下
水
道
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
指
定
業
者
は
工
事
の
見

積
り
か
ら
設
計
、
施
工
の
ほ
か
、
市

へ
の
各
種
申
請
手
続
き
の
代
行
な
ど

を
行
い
ま
す
。

●
工
事
に
は
援
助
制
度
の
利
用
を

　
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
浄
化
槽
の
切
替

な
ど
の
工
事
を
し
た
場
合
、
工
事
補

助
金
や
融
資
あ
っ
せ
ん（
銀
行
貸
付
）

が
利
用
で
き
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
賦
課

　
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
下
水
道
の

施
設
が
完
備
さ
れ
る
区
域
の
住
民
の

み
な
さ
ん
に
、
土
地
の
面
積
に
応
じ

て
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
負
担
金
は
、
汚
水
処

理
が
可
能
と
な
る
区
域
に
順
次
賦
課

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
一
度
賦
課

さ
れ
る
と
重
ね
て
賦
課
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
決
定
通
知
書
や
納
入
通
知
書

　
令
和
２
年
度
賦
課
分
は
、
７
月
初

旬
に
、
対
象
者
に
受
益
者
負
担
金
の

決
定
通
知
書
と
納
入
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
平
成
30
年
度
賦
課
と
令
和

元
年
度
賦
課
の
受
益
者
負
担
金
を
期

別
納
付
さ
れ
て
い
る
人
に
も
、
７
月

上
旬
に
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

通
知
書
に
記
載
の
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

�
下
水
道
課

●
ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

◎
巣
に
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

◎
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
ら
追
い

払
わ
ず
に
静
か
に
逃
げ
ま
し
ょ
う　

◎
黒
く
て
光
る
も
の
を
標
的
に
す

る
の
で
黒
っ
ぽ
い
服
は
避
け
ま
し

ょ
う

※
市
で
は
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

�
環
境
衛
生
課

❷
違
法
広
告
物
追
放
推
進
団
体

　
市
か
ら
認
定
さ
れ
、
道
路
な
ど

に
違
法
に
は
り
出
さ
れ
た
簡
易
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
行
う
団
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

申
込　
❶
❷
と
も
電
話
で
左
記
へ

�
道
路
課

ハ
チ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
ハ
チ
は
作
物
の
受
粉
や
害
虫
の

駆
除
な
ど
に
役
立
つ
、
農
業
に
欠

か
せ
な
い
益
虫
で
す
。
人
が
不
注

意
や
い
た
ず
ら
な
ど
で
触
ら
な
い

限
り
、
ハ
チ
か
ら
刺
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
巣
に
つ
い
て
も
あ
や

ま
っ
て
触
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
低

い
場
所
以
外
で
は
、
危
険
性
は
低

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
冬
に
な

れ
ば
巣
は
空
に
な
り
、
翌
年
に
再

利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新たな区域で下水道の供用を開始

相 

談

事
業
所

ス
ポ
ー
ツ

就
労

健
康

暮
ら
し

保
険
年
金

募 

集

子
育
て

人
権

税
金

高
齢
者

公
表

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

安
全
安
心



※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催し
ています。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★ 地域の子育て広場 ★
就学前の子どもと保護者が集まり、
自由に遊んだり交流したりする場所です。
会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と 6 月 1 日㈪、
8 日㈪、15 日㈪午前 10 時～午後３
時 30 分▷６月 11 日㈭＝「ゆうみ先
生と音楽を楽しもう！」（午前 11 時
30 分～）、19 日㈮＝「みんなでスト
レッチ体操！」（午前 11 時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後
３時▷６月 24 日㈬正午まで＝「幼保
就園相談会」▷参加費無料▷予約不要
▷月曜はプレママカフェ、木曜は赤ち
ゃん DAY も実施

●２～３歳児と保護者対象
とき　６月 10 日㈬・24 日㈬午後２時
30 分～（15 分程度）
定員　各 10 組（先着順）
●４歳～就学前の子ども対象
とき　６月 10 日㈬・24 日㈬午後３時
30 分～（30 分程度）
定員　各 25 人（先着順）
●小学生対象
とき　６月６日㈯・27 日㈯、７月４日
㈯午前 11時～（30 分程度）、６月 20
日㈯午後２時～（30 分程度）
定員　各 25 人（先着順）
※いずれも当日直接会場へ▷６月 27 日
は保護者も入場可。
�図書館（☎ 52-6933）

1415 広報かわちながの 2020年（令和２年）6月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

と
き　
６
月
12
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　
楠
台
第
2
公
園

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

　
双
子
や
三
つ
子
以
上
の
多
胎
児

を
育
児
中
の
人
や
妊
娠
中
の
人
が

集
ま
り
、
子
育
て
の
話
や
交
流
を

し
ま
し
ょ
う
！

対
象　
多
胎
児
を
妊
娠
中
や
育
児

中
の
就
学
前
の
親
子
（
保
護
者
の

み
の
参
加
も
可
）

と
き　
７
月
７
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
、

�
50
・
４
６
６
５
）

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

●
現
況
届
の
提
出
を

　
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め
に
必

要
で
す
。

受
付　
６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接
、
子
ど
も
子
育
て
課
窓

口
へ

※
６
月
初
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
必
ず
期
限
内
に
提
出
を
。

●
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

支
給
日　
６
月
10
日
㈬
（
２
月
～

５
月
の
４
か
月
分
と
し
て
支
給
）

支
給
額　
３
歳
未
満
＝
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
＝
同
１
万
円
、
３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
３
子

以
降
）＝
同
１
万
５
０
０
０
円
、中

学
生
＝
同
１
万
円

※
子
ど
も
の
数
え
方
は
、18
歳
の
誕

生
日
以
降
、最
初
の
３
月
末
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
の
出
生
順
で
す
。

※
特
例
給
付
（
制
限
限
度
額
以
上

の
所
得
の
人
）
は
同
５
０
０
０
円
。

●
次
の
場
合
は
届
出
を

①
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

②
住
所
や
児
童
数
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

③
退
職
や
転
職
し
た
場
合

④
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

※
届
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

特
定
不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成

　
特
定
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療

が
終
了
し
た
人
に
対
し
、
治
療
費

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
申
請
方
法
や
申
請
期
日
、
対
象

条
件
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
６
月
19
日
㈮
午
前
９
時
20

分
～

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

　

助
産
師
が
妊
娠
中
の
悩
み
や
育

児
相
談
に
電
話
や
面
談
で
応
じ
ま
す
。

対
象　
妊
婦
と
乳
幼
児
の
保
護
者

と
き　
６
月
２
日
㈫
、
７
月
７
日

㈫
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
面
談
の
み
要
予
約

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
７
月
３
日
㈮
午
後
１
時
20

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
①
歯
科
検
診
（
母
親
の
み
）、

む
し
歯
菌
検
査
、②
助
産
師
の
お
話

定
員　
各
18
組
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
み
ん
な
で
、
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

と
き　
６
月
18
日
㈭
、
７
月
16
日

㈭
▽
午
前
10
時
20
分
～
11
時
＝
１

歳
児
向
け
、
午
前
11
時
20
分
～
正

午
＝
２
歳
児
向
け

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

人　

権

６
月
は
就
職
差
別
撤
廃
月
間

し
な
い　
さ
せ
な
い　
就
職
差
別　

　

面
接
で
「
家
族
の
職
業
は
？
」

「
尊
敬
す
る
人
物
は
？
」な
ど
を
聞

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
就
職
面
接
で
本
人
や
家
族
の
出

身
地
や
職
業
、
思
想
・
信
条
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、
本
人
に

責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で

あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差
別
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
就
職
差
別
１
１
０
番

　
採
用
面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ

い
て
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
間　
６
月
１
日
～
30
日
▽
閉
庁

日
を
除
く
午
前
10
時
～
午
後
６
時

電
話　
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８

メ
ー
ル　

rosei-g04@
sbox.

pref.osaka.lg.jp

▽
６
月
中
は

随
時
受
け
付
け

�
府
雇
用
推
進
室

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
８
）

 

ごみ袋にありがとうの感謝の手紙
　新型コロナウイルスの感染拡大による外出自粛で
家庭ごみの量が増えている中、ごみ袋に感謝の手
紙が添えられ、収集している作業員の励みになって
います。感染の不安もある中、作業員は通常よりも
負担のかかる業務にあたっていますので、ごみ袋を
しっかりと縛って封をするなどご協力お願いします。

６
月
23
日
～
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間

　
内
閣
府
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
を
目
指
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や
基

本
理
念
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は

一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
が
必
要

で
す
。
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
キ

ッ
ク
ス
で
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
・
０
０
０
３
）

相 

談

事
業
所

ス
ポ
ー
ツ

就
労

健
康

暮
ら
し

保
険
年
金

募 

集

子
育
て

人
権

税
金

高
齢
者

公
表

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

安
全
安
心




